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宮崎県西米良村に分布する村所花崗斑岩のフィッション・トラック年代

Toshimitsu Iwaya and Kazuki Naito (2008) Fission-track age of the Murasho granite porphyry in Nishimera 
Village, Miyazaki, Southwest Japan. Bull. Geol. Surv. Japan, vol. 59 (3/4), p. 191-196, 4 figs, 2 tables.

Abstract: Fission track dating was performed for the Murasho granite porphyry in the Outer Zone of Kyushu, 
Southwest Japan. A zircon fission track age was determined to be 14.3 ± 0.5Ma(1σ). This result is similar to those 
reported for the zircon fission track ages of the felsic rocks of Outer Zone of Kyushu.
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要　旨

　宮崎県中央部九州山地よりに位置する村所花崗斑岩
は，西南日本外帯に属し，カリ長石の斑晶で特徴づけ
られる花崗斑岩である．これまでこの岩体の生成年代
についての報告は得られていなかった．筆者らは，こ
の岩体の新鮮な試料を使ってジルコンによるフィッ
ション・トラック年代値（14.3± 0.5Ma）を求めた．
得られた年代値から村所花崗斑岩の活動時期は，西日
本外帯の中新世火成岩に属す尾鈴山火山深成複合岩体
の活動時期とほぼ同じと考えられる． 

1. はじめに

　宮崎県児湯郡西米良村周辺には村所花崗斑岩と呼ば
れる花崗斑岩岩脈が古第三系日向層群を貫いて分布
する（宮崎県，1989）．村所花崗斑岩は，尾鈴山火山
深成複合岩体の衛星岩体とされているが（木村ほか，
1991），これらの活動時期を対比するための放射年代
測定値などは村所花崗斑岩からは得られていなかった．
そこで，村所花崗斑岩に対してジルコン結晶を用いた
フィッション・トラック年代測定を行ったので，ここ
に報告する．

2. 試料採取地点

　年代測定用試料は，宮崎県児湯郡西米良村村所で採
取された（第 1図）．村所花崗斑岩は一般に自形カリ長
石斑晶が特徴的な斑状構造を示す（第 2図）が，岩脈
周縁部や岩脈の幅の狭い部分では細粒優白質のアプラ
イトになる．村所花崗斑岩は，全体的に初生的な変質
を被っているが，周囲の日向層群中には他の岩脈や熱

水活動の形跡は認められないため，貫入以降の熱的な
影響は被っていないと判断される．測定試料は，変質
の程度が弱いと判断された村所中学校北東方道路沿い
山側斜面の露頭より採取したものである．
　年代測定に用いた試料は，斑状のカリ長石，斜長石，
石英，白雲母を含み，基質を細粒の石英，カリ長石，
斜長石，白雲母が埋める花崗斑岩で，副成分鉱物とし
て方解石，ジルコン，不透明鉱物を含む．カリ長石斑
晶は 5 mm～ 5 cmの自形結晶でカールスバド双晶を呈
し，斑状斜長石は 1～ 5 mmの自形－半自形結晶でア
ルバイト双晶を呈し正累帯構造を示す．斜長石はセリ
サイト化が著しい．斑状石英は 1～ 5 mmの粒状の半
自形結晶である．石基には微文象構造が発達する．

3. 年代測定の結果と考察

　フィッション・トラック年代測定は，結晶内部面を
用いた外部ディテクター法（ED1; Danhara et al., 1991）
によるものであり，株式会社京都フィッション・トラッ
クで実施された．年代較正のためのゼータ値は 380 ± 
3である（Danhara et al., 2003）．
　年代測定にはジルコン結晶 30粒子を用いた．測定結
果を第 1表に，結晶 1粒ごとの年代データについては
第 2表に示し，粒子年代分布図（ラディアルプロット：
Galbraith, 1990）については第 3 図に示した．
　測定試料には粗粒で均質な自形ジルコン結晶が大量
に含まれており，また産状を考慮すると古い年代を示
す外来結晶が混入する可能性もない．ただしジルコン
結晶には色調から無色を呈するもの（約 80％）と桃赤
色を呈するもの（約 20％）が混在している．測定に際
しては，両者を特に区別せずに行った．30粒子の年代
は 8～ 34Maの範囲に分布し，大部分は 10～ 18Maに
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第 1図 村所周辺地域の中新世珪長質火成岩体及び試料採取地
点位置図．

 a)村所及び尾鈴山地域の中新世珪長質火成岩体．
 木村ほか （1991） 及び斎藤ほか （1996） の地体構造区分

図を使用．
 b)試料採取地点位置図．
 採取地点：北緯 32°13′40.9″，東経 131°9′37.1″ （Geogra-

phic, WGS84）．
 国土地理院発行2万5千分の1地形図「村所」の一部．

Fig. 1 Miocene felsic igneous bodies and sampling point for fission 
track dating.

 a) Miocene felsic igneous bodies of Murasho and Osuzuyama 
area, compiled from Kimura et al. (1991) and Saito et al. 
(1996).

 b) Topographic map around the sampling point.
 Sampling point, 32°13′40.9″N, 131°9′37.1″E (Geographic, 

WGS84).
 Topographic map “Murasho” at 1:25,000 in scale by the 

Geographic Survey Institute, Japan.
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集中するが，χ2検定には合格しなかった．この原因は ,
結晶内部に明瞭にみられる累帯構造 (ウラン濃度の不
均一分布 )による非ポアソン変動と考えられることか
ら，全測定粒子を同一年代集団に属するものとみなし
て，30粒子から求めた年代値，14.3 ± 0.5Maを本研究
では採用する．30粒子のうち 1粒子ずつ計算した χ2値
（糟谷 , 1986）が母集団から大きく離れた 2粒子（第 2
表 No.16及び No.10の粒子 )を仮に除いた場合，χ2検
定にも合格し， 14.0 ± 0.5Maが得られる．しかしこの

28粒子から算出した年代値と 30粒子から求めた年代
値との間には有意な差は認められない．また，野外産
状観察と鏡下観察において変質の影響をほとんど受け
ていない試料を選んでいること，予察的な 30本のコ
ンファインドトラック長測定では平均値 11 μmでユニ
モーダル分布をもつことから，変質によるトラック長
の短縮化は考えられない．以上のことより，得られた
年代値は，岩脈の貫入年代とみなすことができる．
　村所花崗斑岩のジルコンのフィッション・トラック

第 2図 村所花崗斑岩露頭写真．

Fig. 2 Photograph of the Murasho granite porphyry.

第 1表 フィッション・トラック年代測定結果．

Table 1 Zircon fission track data from the Murasho granite porphyry.
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第 2表 結晶 1粒ごとの年代．

Table 2 Fission track data of individual zircon grains.
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年代値について，近隣に位置する尾鈴山火山深成複合
岩体の貫入岩の放射年代値と比較した結果を第 4図
に示す．この図には，年代比較のために，フィッショ
ン・トラック年代については，ゼータ較正法（Hurford 

and Green, 1983; Hurford, 1990）を行った年代値のみ
を利用した．K-Arについては誤差の小さい最近の資
料を使用した．第 4図に記さないが，公表年が古いも
のとして市房山花崗閃緑岩においては， K-Ar年代及び
フィッション・トラック年代の報告（Miller et al., 1962; 
Miyachi, 1985），また尾鈴山火山深成複合岩体につい
ては 1980年代以前の古い資料（Shibata and Nozawa, 
1968; 松本ほか , 1977; Nakada, 1983）がある．今回得
られた村所花崗斑岩の年代は，尾鈴山火山深成複合岩
体貫入岩のジルコンのフィッション・トラック年代
（Hasebe and Hoshino, 2003）及び黒雲母による K-Ar年
代 （巖谷・三村 , 1992）の報告結果と誤差範囲内で一
致する．
　このことから村所花崗斑岩の活動時期は，西日本外
帯の中新世火成岩に属す尾鈴山火山深成複合岩体の活
動時期とほぼ同じと考えられる．木村ほか （1991）は，
弧状に連なる村所花崗斑岩について尾鈴山火山深成複
合岩体のカルデラ形成に関連した岩脈と推定した．木
城花崗閃緑岩の北方，東郷町田口原の岩脈及び木城町
鵜懐の岩脈については，村所花崗斑岩と同様の東北東
－西南西方向の分布を示し，村所花崗斑岩の北東方延
長上に田口原の岩脈が位置している．またこれらの岩
脈はカリ長石斑晶で特徴づけられる花崗斑岩とされて

第 3図 フィッション・トラックデータのラディアルプロット．

Fig. 3 Radial plot of individual grain ages.

第 4図 村所花崗斑岩と尾鈴山火山深成複合岩体の貫入岩との放射年代比較． 
年代区分は Berggren et al.（1985）によった．

Fig. 4 Comparison of radiometric ages between the Murasho granite porphyry and the Osuzuyama volcano-plutonic complex. 
Time scale is based on Berggren et al. (1985).
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いる（宮崎県，1989）．これら地質に関する情報は，村
所花崗斑岩と周辺に分布する外帯火成岩との類似性を
示唆するものであり，本報告の放射年代値も上記の地
質状況と矛盾しない．

4. おわりに

　村所花崗斑岩は，約 15Maの年代をもつ尾鈴山火山
深成複合岩体の木城花崗閃緑岩及び美々津花崗閃緑斑
岩とほぼ同じ年代範囲を示すことから，これらの火成
活動と同時期のものであることが分かった．村所花崗
斑岩の活動史をさらに明らかにするためには，今後ジ
ルコンのフィッション・トラック年代の繰り返し測定
や K-Ar 年代等によるクロスチェックが必要であろう．
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貴重なコメントを頂いた．また株式会社京都フィッショ
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